
附 属 明 細 書
１ 固定資産の取得及び処分並びに減価償却費（「第87 特定の償却資産の減価に係る会計処理」及び「第91 資産除去債務に係る特定の除去費用等の会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）及び
減損損失累計額の明細

（単位：円）

資 産 の 種 類 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減 価 償 却 累 計 額

減損損失累計額 差引当期末残高 摘要
当期償却額

建 物 931¶099¶546 5¶426¶400 ` 936¶525¶946 225¶820¶323 40¶035¶380 ` 710¶705¶623

構 築 物 35¶908¶131 ` ` 35¶908¶131 11¶853¶625 2¶962¶815 ` 24¶054¶506

有 形 固 定 資 産
（償却費損益内） 車 両 運 搬 具 5¶670¶000 ` ` 5¶670¶000 5¶443¶200 113¶400 ` 226¶800

工具、器具及び備品 944¶890¶670 45¶242¶925 29¶859¶375 960¶274¶220 661¶932¶034 127¶872¶239 ` 298¶342¶186

計 1¶917¶568¶347 50¶669¶325 29¶859¶375 1¶938¶378¶297 905¶049¶182 170¶983¶834 ` 1¶033¶329¶115

建 物 1¶416¶365¶022 ` ` 1¶416¶365¶022 564¶552¶161 57¶621¶382 ` 851¶812¶861

有 形 固 定 資 産
（償却費損益外） 構 築 物 44¶843¶112 ` ` 44¶843¶112 35¶484¶976 8¶106¶604 ` 9¶358¶136

計 1¶461¶208¶134 ` ` 1¶461¶208¶134 600¶037¶137 65¶727¶986 ` 861¶170¶997

２．金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時 価 差 額

\ 現金及び預金
] 業務未払金
^ 前受金
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〔表示方法の変更〕
従来、キャッシュ・フロー計算書上「原材料、商品又はサービスの購入による支出」と表示してお
りましたが、当法人の事業内容の実態に即した科目とするため「業務費支出」として当事業年度から
表示を変更しております。
また、「その他の業務支出」についても、上記変更に伴い名称が類似して表記されることとなるため、
「一般管理費支出」として合わせて当事業年度から表示を変更しております。
〔貸借対照表関係〕
１．積立金の国庫納付等

\ 前中期目標期間最終年度の積立金の期末残高は1¶452¶178¶798円であり、これにより前中期目
標期間の最終年度の未処理損失67¶168¶436円を補填し、積立金は1¶385¶010¶362円となります。

] この積立金1¶385¶010¶362円のうち、今中期目標期間の業務の財源として繰越の承認を受けた
額は1¶023¶321¶943円であり、差し引き361¶688¶419円については国庫納付しております。

〔損益計算書関係〕
１．臨時損失に計上されている検定料等免除費
平成23年３月11日に発生した東日本大震災及び、同震災により被害を受けた福島第一原子力発
電所事故により被災した平成24年度大学入試センター試験志願者への救済措置として、申請に基
づき検定料及び成績通知手数料について、免除したことによるものです。

〔独立行政法人の状況を適切に開示するために必要な会計情報〕
当法人は、独立行政法人大学評価・学位授与機構と統合し、廃止される独立行政法人国立大学財務・
経営センターの業務の一部を承継することが、平成24年１月20日付け「独立行政法人の制度及び組織
の見直しの基本方針」にて閣議決定されております。
〔金融商品の時価等に関する注記〕
１．金融商品の状況に関する事項
資金運用は短期的な預金に限定しております。また、検定料収入等、自己収入により実施事業
の財源の手当てを行っていますが、一時的な資金不足を補うために短期借入金による資金調達を
行っております。
未収債権等に関わる信用リスクは、独立行政法人大学入試センター会計規則等に沿ってリスク
低減を図っております。

（注１）金融商品の時価の算定方法
\ 現金及び預金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価格にほぼ等しいことから、当該帳簿価
格によっております。

] 業務未払金、^ 前受金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価格にほぼ等しいことから、当該帳簿価
格によっております。

〔キャッシュ・フロー計算書関係〕
１．資金の期末残高と貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2¶419¶567¶908円
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資金期末残高 2¶419¶567¶908円
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２．重要な非資金取引
寄附によるもの
機器・物品費 2¶586¶103円

〔セグメント情報〕
単一セグメントのため記載は省略しております。
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